
３　アニリン

１．物質に関する基本的事項

(1)　分子式・分子量・構造式

物質名： アニリン

（別の呼称：ベンゼンアミン、アミノベンゼン、フェニルアミン）

CAS 番号：62-53-3
分子式：C6H7N
分子量：93.13
構造式：

（2） 物理化学的性状

本物質は無色または淡黄色の液体で特有の臭気があり、しだいに澄紅色になる。また空気

中では赤褐色になる 1)。水溶性は高い。

融点 -6.2 ℃ 2)

沸点 184 ℃ 3)

比重 1.022 (20 ℃) 4)

蒸気圧 40 Pa (0.3 mmHg) (20 ℃) 5)

換算係数 1ppm=3.81 mg/m3   at 25℃,気体（計算値）

n-オクタノール/水分配係数 0.90 (実測値) 6)

加水分解性 加水分解を受けやすい化学結合なし 7)

解離定数 pKb＝9.30 (20 ℃) 8,9)

水溶性 34,000 mg/L (20 ℃) 5)

（3） 環境運命に関する基礎的事項

本物質の蓄積性は低いと想定される。分解性及び濃縮性は次のとおりである。

分解性

好気的：良分解 10)。河川水及び海水により 1 日間で 40～60 %分解されたとの報告が

ある(温度：30 ℃) 11)。土壌中のさまざまな細菌やカビ類により分解されることが報

告されている 11)。

嫌気的：一次消化汚泥により 60 日間で分解されて生成されたメタンと二酸化炭素の

合計量は、理論量の 6 %との報告がある(試料濃度：50 mgC/L 、温度：35 ℃)12)。

非生物的：

(OH ラジカルとの反応性)：対流圏大気中では、速度定数＝117×10-12 cm3/分子･sec
(25 ℃)で 10) 、OH ラジカル濃度を 5.0×105～1×106 分子/cm3 とした時の半減期

は 1.6～3.3 時間と計算される 7)。

(直接光分解)：濃度 1×10-5 mol/L の蒸留水溶液に太陽光(5 月)を照射した時の半減期

は 1 週間で、フミン酸を添加した場合や蒸留水の代わりに河川水を用いた場合、
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アニリン生産・流通量の推移14)より作成
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半減期は 4～8 時間に加速されるとの報告がある 13)。大気中では、アニリンの直

接光分解の速度定数は 0.32/日、半減期は 2.1日との報告がある 11)。

BODから算出した分解度：

85 %(分子中の窒素原子がアンモニアに変換されると仮定) (試験期間：2週間、被験

物質：100 mg/L、活性汚泥：30 mg/L) 10)

濃縮性：低濃縮 6)

生物濃縮係数（BCF）：

魚類（ゼブラフィッシュ）；2.6、藻類（セレナストラム）；91 12)

（4） 製造輸入量及び用途

①　生産量・輸入量等

本物質の平成 11年における生産量は 213,826 t、輸入量は 9,771.979 tであり 1)、推定される

国内流通量は 223,598 tである。また、OECDに報告している生産量は、10,000 t以上である。

生産・流通量の推移 14)より作成を下図に示した。

②　用　途

本物質の主な用途は、染料、媒染料、ゴム薬品(硫化促進剤)、医薬品(肺炎、化膿疾患、解

熱剤)、有機合成、殺菌剤、ペイント、ワニス等である 1)。
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２．暴露評価

環境リスクの初期評価のため、わが国の一般的な国民の健康や、水生生物の生存・生育を

確保する観点から、実測データをもとに基本的には特定の排出源の影響を受けていない一般

環境等からの暴露を評価することとし、安全側に立った評価の観点からその大部分がカバー

される高濃度側のデータによって暴露量の評価を行った。原則として統計的検定の実施を含

めデータの信頼性を確認した上で最大濃度を評価に用いているが、多数のデータが得られ、

その一部に排出源周辺等のデータも含まれると考えられる場合には、95パーセンタイル値に

よる評価を行っている。

(1) 環境中分布の予測

　本物質の環境中の分布について、各環境媒体間への移行量の比率を EUSESモデルを用い

て算出した結果を表 2.1 に示す。なお、モデル計算においては、面積 2,400km2、人口約 800

万人のモデル地域を設定して予測を行った 1),2)。

                       表 2.1　本物質の各媒体間の分布予測結果

分布量(％)

大　　　気

水　　　質

土　　　壌

底　　　質

    　97.9

     　2.0

     　0.06 

     　0.05

(2) 各媒体中の存在量の概要

　本物質の環境中等の濃度について情報の整理を行った。各媒体ごとにデータの信頼性が

確認された調査例のうち、より広範囲の地域で調査が実施されたものを抽出した結果を表 2.2

に示す。
                                表 2.2　本物質の各媒体中の存在状況

媒　　　　　体
幾　何

平均値

算　術

平均値
最小値 最大値

検　出

下限値
検出率

調　査

地　域
測定年 文献

一般環境大気       µg/m3

食物　　　　　　　 µg/L

公共用水域・淡水　 µg/L

公共用水域・海水　 µg/L

底質(公共用水域・淡水)  µg/g

底質(公共用水域・海水)  µg/g

< 0.015

< 0.01

< 0.06

< 0.06

  0.013

  0.008

< 0.015

< 0.01

< 0.06

< 0.06 < 0.06

< 0.002

< 0.002

0.074

0.15

0.055

0.015

0.01

0.06

0.06

0.002

0.002

0/14

0/45

0/16

1/29

11/17

22/25

全国

全国

全国

全国

全国

全国

1997

1999

1998

1998

1998

1998

3

4

5

5

5

5

 注：イギリスの下水処理場排水において最大値 122 µg/L(1991)6)､アメリカの化学工場の廃棄物処分場の地下水にお
いて最大値 550 µg/Lの報告がある(1989)7)｡
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(3) 人に対する暴露の推定（一日暴露量の予測最大量）

　一般環境大気、公共用水域淡水及び食物の実測値を用いて、人に対する暴露の推定を行

った。ここで公共用水域淡水のデータを用いたのは、飲料水の分析値が得られなかったため

である（表 2.3）。化学物質の人による一日暴露量の算出に際しては、人の１日の呼吸量、飲

水量及び食事量をそれぞれ 15m3、2L及び 2,000gと仮定し、体重を 50kgと仮定している。
                        表 2.3　本物質の各媒体中濃度と一日暴露量

媒　体 濃　　　度 一日暴露量

平

均

大　気

 一般環境大気

 室内空気

水　質

 飲料水

地下水

公共用水域・淡水

食　物

土　壌

0.015 µg/m3 未満程度(1997)

我が国におけるデータはない 

データはない

データはない  

0.06 µg/L未満程度

0.01 µg/g未満程度 (1999)

データはない

0.0045 µg/kg/day未満程度

データはない

データはない

データはない

0.0024 µg/kg/day未満程度

0.4 µg/kg/day未満程度

データはない     

最

　

大

　

値

等

大　気

 一般環境大気

 室内空気

水　質

 飲料水

地下水

公共用水域・淡水

食　物

土　壌

0.015 µg/m3 未満程度  (1997)

我が国におけるデータはない 

データはない

データはない  

0.06 µg/L未満程度

0.01 µg/g未満程度  (1999)

データはない

0.0045 µg/kg/day未満程度

データはない

データはない

データはない

0.0024 µg/kg/day未満程度

0.4 µg/kg/day未満程度

データはない     

           

人の一日暴露量の集計結果を表 2.4 に示す。吸入暴露による一日暴露量の予測最大量は

0.0045 µg/kg/day未満（濃度としては 0.015 µg/m3未満）であった。経口暴露による一日暴露量

の予測最大量は 0.40 µg/kg/day未満であり、うち食物経由が 0.40 µg/kg/day未満でその大半を

占めていると推定された。全暴露経路からの一日暴露量の予測最大量は 0.41 µg/kg/day未満で

あった。
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                            表 2.4　人の一日暴露量

平　　　均 予測最大量

暴露量(µg/kg/day) 暴露量(µg/kg/day)

一般環境大気      0.0045       0.0045   大気

室内空気         

飲料水           

地下水            水質

公共用水域・淡水      0.0024       0.0024

   食物      0.4       0.4

   土壌

   経口暴露量合計      0.4024       0.4024

   総暴露量      0.4069       0.4069
    注：アンダーラインは不検出データによる暴露量を示す。また、総暴露量の項のアンダーラインは、
      不検出データによる暴露量が優位を示した総暴露量を示す。

(4) 水生生物に対する暴露の推定（水質に係る予測環境中濃度：PEC）

本物質の水生生物に対する暴露の推定の観点から、水質中濃度を表 2.5のように整理した。

水質について安全側の評価値として予測環境中濃度（PEC）を設定すると、公共用水域の淡

水域では 0.06 µg/L未満程度、同海水域では 0.074 µg/L程度となった。

                        　　表 2.5　水質中の本物質の濃度

平　　　　均 最　大　値　等媒　体

濃　　　　度 濃　　　度

水　質

  公共用水域・淡水

  公共用水域・海水

0.06 µg/L未満程度(1998)

0.06 µg/L未満程度(1998)

              

0.06 µg/L未満程度(1998)

0.074 µg/L程度(1998)

 　　　注：公共用水域・淡水は､河川河口域を含む｡
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３．健康リスクの初期評価

健康リスクの初期評価として、ヒトに対する化学物質の影響（内分泌かく乱作用に関する

ものを除く）についてのリスク評価を行った。

（1） 一般毒性及び生殖・発生毒性

①　急性毒性１）

表 3.1　急性毒性
動物種 経路 致死量、中毒量等
ヒト 経口 LDLo：350 mg/kg
ラット 経口 LD50：440 mg/kg
ラット 吸入 LCLo：250 ppm（950 mg/m3）（4時間）
ラット 腹腔 LD50：420 mg/kg
マウス 吸入 LC50：175 mg/m3（7時間）
マウス 皮下 LDLo：480 mg/kg
ウサギ 腹腔 LDLo：200 mg/kg
ウサギ 皮下 LDLo：1,000 mg/kg
ウサギ 皮膚 LD50：820 mg/kg
モルモット 皮膚 LDLo：1,750 mg/kg
モルモット 皮膚 LD50：1,290 mg/kg
イヌ 皮膚 LDLo：1,540 mg/kg
ネコ 経口 LDLo：1,750 mg/kg
ネコ 吸入 LCLo：180 ppm（690 mg/m3）（8時間）
ネコ 皮下 LDLo：1,540 mg/kg

注：（　）内の時間は暴露時間を示す。

本物質の蒸気は皮膚からも吸収される。軽症の場合にはチアノーゼがみられ、重症になる

と脱力感、めまい、頭痛、吐き気、さらには意識不明に陥り、死に至る。ヒトでは 2.5 gの内

服で生命が危険になる。

②　中・長期毒性

ア）ラット、マウス、モルモット、イヌに 19 mg/m3（5 ppm）を 6ヶ月にわたり反復暴露させ

た実験では、ラットの血中メトヘモグロビン濃度がわずかに上昇した以外に有意な変化を

認めなかった２）。

イ）Crl:CDラット雄 16匹を１群とし、0、65、171、330 mg/m3（0、17、45、87 ppm）

を 2週間（6時間/日、5日/週）吸入させた結果、171 mg/m3以上の群で用量に依存したメト

ヘモグロビンの上昇を認めたが、65 mg/m3群では有意な差を認めかった。一方、65 mg/m3

群では、脾臓に軽微なヘモジデリン沈着と細網内皮系細胞の肥大を認めた３）。ただし、本

試験は暴露期間が 2週間と短期間の試験であることに留意する必要がある。

③　生殖・発生毒性

F344ラット雌 22～24匹を 1群とし、0、10、30、100 mg/kg/dayのアニリン塩酸塩水溶液を

妊娠 7日～20日目まで強制経口投与した結果、100 mg/kg/day群では胎仔（胎生 20日目）の

肝臓相対重量の有意な増加と赤血球の状態変化（平均血球体積の増加と赤血球数の減少）を

認めた４）。この結果から、30 mg/kg/dayが NOAELとなる。なお、母ラットでは 10 mg/kg/day
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でも脾臓相対重量の増加等の影響を認めた。

④　ヒトへの影響

ボランティアへの経口投与では、用量に対応して血液中のメトヘモグロビンが増加したと

の報告がある。ACGIH（1991）は、皮膚からの吸収を防止する観点から暴露限界閾値－時間

荷重平均（TLV-TWA）として 2 ppm（7.6 mg/m3）を勧告している。

（2） 発がん性

①　発がん性に関する知見の概要

F344ラット及び B6C3F1マウス雌雄各 50匹（ラットの対照群のみ各 25匹）を 1群とし、

ラットに 0、3,000、6,000 mg/kg、マウスに 0、6,000、12,000 mg/kgを食餌に添加して 103週

間投与した結果、ラットの雌雄では脾臓及び腹腔に用量に依存した肉腫・線維肉腫の増加を

認め、さらに雄では血管肉腫の増加も認めた。しかし、マウスでは腫瘍発生の有意な増加を

認めなかった５）。

IARC（1982, 1987）は実験動物の発がん性については、限られた証拠しか得られてないと

している。

Rehnらの報告以降、本物質を取り扱う労働者で多数の膀胱がんの発生例が報告されてきた

が、これら初期の報告例のほとんどが他物質の同時使用や他物質の混入した本物質の使用等

によるもので、他物質による影響の可能性があった。

その後、発がん性の評価のための調査がいくつか実施されたが、その多くは本物質の発が

ん性を支持するものではなかった。例えば、Caseら（1954）はイギリスの化学染料産業の労

働者を対象にした疫学調査を実施し、本物質を膀胱腫瘍の原因と示唆する十分な証拠はなか

ったと報告している。

②　発がんリスク評価の必要性

実験動物では発がん性について限られた証拠しかなく、ヒトでの発がん性に関しても十分

な証拠がないため、IARCの評価では 3（ヒトに対する発がん性については分類できない）に

分類されている。このため、現時点では発がん性に関する評価を行う必要はない。

（3） 無毒性量（NOAEL）等の設定

経口暴露及び吸入暴露について、信頼性のあるデータが得られなかった。

（4） 健康リスクの初期評価結果

無毒性量等を設定できなかったため、現時点ではリスクの判定はできない。
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４．生態リスクの初期評価

生態リスクの初期評価として、水生生物に対する化学物質の影響（内分泌撹乱作用に関す

るものを除く）についてのリスク評価を行った。

(1) 生態毒性の概要

本物質の水生生物に対する影響濃度に関する知見の収集を行い、ある程度以上の信頼性が

確認されたものについて生物群、毒性分類別に整理すると表 4.1のとおりとなる。
  

表 4.1　生態毒性の概要

生物種 急

性

慢

性

毒性値

[ µg/L]

生物名 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ

/影響内容

暴露期間

[日]

Ref. No.

○ 160 Microcystis aeruginosa Toxicity Threshold 8 2463

○ 250 Selenastrum capricornutum EC50　GRO 14 2710

○ 500 Selenastrum capricornutum NOEC　GRO 4 ＃2

○ 1,000 Selenastrum capricornutum LOEC　GRO 4 11571

○ 3,000 Selenastrum capricornutum LOEC　GRO 4 11571

○ 7,000 Selenastrum capricornutum EC50　GRO 4 10798

○ 8,300 Scenedesmus quadricauda Toxicity Threshold 7 5303

○ 11,100 Selenastrum capricornutum NOEC　BMS 3 環境庁

○ 40,800 Selenastrum capricornutum EC50　BMS 3 環境庁

藻類

○ ＃1 Agmenellum quadruplicatum 増殖域の大きさ 3～7 7217

○ 4 Daphnia magna NOEC　REP 21 847

○ 6.25 Daphnia magna NOEC　REP 21 環境庁

○ 10 Daphnia magna NR　REP 21 5375

○ 33.9 Daphnia magna MATC　REP 21 662

○ *40 Daphnia magna LC50　MOR 21 5375

○ 80 Daphnia magna LC50　MOR 2 5375

○ 100 Daphnia magna LC50　MOR 2 2017

○ 119 Ceriodaphnia dubia LC50　MOR 2 16043

13～170 Daphnia magna NR 　GRO 21 662

○ 316 Daphnia magna EC50　IMM 2 環境庁

○ >100,000 Gammarus fasciatus LC50　MOR 4 11951

甲殻類

○ 112,000 Gammarus pulex LC50　MOR 2 15788

○ 430 Pimephales promelas NOEC　MOR,GRO 32～33 3910

○ 1,800 Danio rerio NOEC　GRO 28 3279

○ 5,000 Ictalurus punctatus LC50　MOR 8.5(4.5+4) 563

○ 5,500 Carassius auratus LC50　MOR 8(4+4) 563

○ 8,200 Oncorhynchus mykiss LC50　MOR 7 15588

○ 11,800 Micropterus salmoides LC50　MOR 7.5(3.5+4) 563

魚類

○ 27,200 Oryzias latipes LC50　MOR 4 環境庁
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○ 40,500 Oncorhynchus mykiss LC50　MOR 4 12665

○ 49,000 Lepomis macrochirus LC50　MOR 4 12665

○ 77,900 Pimephales promelas LC50　MOR 4 12665

○ 78,400 Catostomus commersoni LC50　MOR 4 12665

○ 94,700 Pimephales promelas LC50　MOR 4 15031

○ 108,000 Oryzias latipes LC50　MOR 4 14908

○ 187,000 Carassius auratus LC50　MOR 4 12665

○ 320 Lumbriculus variegatus LC50　MOR 4 11951

○ 1,000 Asellus intermdius LC50　MOR 4 11951

○ 1,000 Xenopus laevis NR　　MOR 105 2617

○ 1,000 Xenopus laevis 発育期間 105 2617

○ 1,100 Tetrahymena pyriformis EC50頭部異常再生 2 12513

○ 1,100 Dugesia japonica EC50頭部異常再生 7 12513

○ 2,300 Dugesia japonica LC50　MOR 7 12513

○ 10,000 Xenopus laevis 催奇性 4 6819

○ >10,000 Paramecium caudatum NR MOR 1 2741

○ 31,600 Dugesia tigrina LC50　MOR 4 11951

○ 58,000 Culex pipiens LC50　MOR 2 10574

○ 64,000 Nemoura cinerea LC50　MOR 2 15788

○ 68,000 Asellus aquaticus LC50　MOR 2 15788

○ 75,000 Aedes aegypti LC50　MOR 2 10574

○ 80,000 Tetrahymena thermophila NOEC　GRO 2 5314

○ 91,000 Xenopus laevis EC50 Abnormal 5 6325

○ 94,000 Culex pipiens LC50　MOR 2 10574

○ 95,000 Xenopus laevis LC50　MOR 5 6325

○ 100,000 Helisoma trivolvis LC50　MOR 4 11951

○ 100,000 Xenopus laevis NR MOR 14 2617

○ 150,000 Corixa punctata LC50　MOR 2 15788

○ 150,000 Xenopus laevis LC50　MOR 4 6325

○ 154,270 Tetrahymena pyriformis EC50　GRO 3 7252

○ 155,000 Dugesia cf. Lugbris LC50　MOR 2 15788

○ 155,000 Aedes aegypti LC50　MOR 2 10574

○ 175,000 Chironomus gr. Thummi LC50　MOR 2 15788

○ 190,000 Tetrahymena pyriformis EC50　GRO 1 11258

○ 200,000 Tetrahymena thermophila NOEC 発光減少 2 5314

○ >219,000 Aplexa hypnorum LC50　MOR 2 12665

○ >219,000 Tanylarsus dissimilils LC50　MOR 2 12665

○ 220,000 Cloeon dipteratum LC50　MOR 2 15788

○ 235,000 Hydra oligactis LC50　MOR 2 10574

その他

○ 235,000 Ischnura elegans LC50　MOR 2 15788
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○ 272,100 Tanypus neopunctipennis LC50　MOR 2 10876

○ 287,200 Tanypus neopunctipennis LC50　MOR 2 10876

○ 340,000 Tetrahymena thermophila NOEC　反応障害 2 5314

○ 360,000 Xenopus laevis EC50 Abnormal 1 6325

○ 370,000 Xenopus laevis EC50 Abnormal 4 6325

○ 399,900 Chironomus tentans LC50　MOR 2 10876

○ 406,000 Hydra oligactis LC50　MOR 2 10574

○ 406,000 Hydra oligactis LC50　MOR 2 15788

○ 412,200 Chironomus tentans LC50　MOR 2 10876

○ 427,900 Einfeldia natchitocheae LC50　MOR 2 10876

○ 442,500 Einfeldia natchitocheae LC50　MOR 2 10876

○ 450,000 Tubificidae(Limnodrilus,Tubifex) LC50　MOR 2 15788

○ 460,000 Xenopus laevis EC50 Abnormal 3 6325

○ 477,900 Clinotanypus pinguis LC50　MOR 2 10876

○ 490,000 Xenopus laevis LC50　MOR 3 6325

○ 500,000 Bunodosoma cavernata 体内アミノ酸 1 9840

○ 500,000 Bunodosoma cavernata 体内アミノ酸 7 9840

○ 500,000 Xenopus laevis LC50　MOR 5 6325

○ 540,000 Xenopus laevis LC50　MOR 3 6325

○ 550,000 Xenopus laevis LC50　MOR 4 6325

○ 560,000 Lymnaea stagnalis LC50　MOR 2 10574

○ 560,000 Xenopus laevis LC50　MOR 2 9740

○ 560,000 Xenopus laevis EC50 Abnormal 2 6325

○ 660,000 Xenopus laevis LC50　MOR 2 6325

○ 760,000 Erpobdella octoculata LC50　MOR 2 15788

○ 800,000 Lymnaea stagnalis LC50　MOR 2 10574

○ 800,000 Lymnaea stagnalis LC50　MOR 2 15788

○ 940,000 Xenopus laevis LC50　MOR 4 6325

○ 1,150,000 Xenopus laevis LC50　MOR 3 6325

○ 1,350,000 Xenopus laevis LC50　MOR 2 6325

○ 1,400,000 Xenopus laevis LC50　MOR 1 6325

○ 1,400,000 Xenopus laevis LC50　MOR 2 6325

○ 1,620,000 Xenopus laevis LC50　MOR 1 6325
　　＊印）より信頼性できる値を PNEC算出に用いたため、不採用としたデータ。
太字の毒性値は、PNEC算出の際に参照した知見として本文で言及したもの、下線を付した毒性値は PNEC算出の根拠とし
て採用されたものを示す。
＃1）1mg/diskで 8mmの領域で増殖が部分的に阻害された。10mg/disk以上の濃度で完全に(36mm)増殖が阻害された。
＃2）Ref. No. 11571より当委員会内で算出した。
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ）EC50（Median Effective Concentration): 半数影響濃度、LC50（Median Lethal Concentration): 半数致死濃度、MATC
（Maximum Acceptable Toxicant Concentration): 最高許容濃度、NOEC（No Observed Effect Concentration): 無影響濃度、
NR（Not Reported): 記載無し、Toxicity Threshold：増殖阻害初期濃度

影響内容）BMS（Biomass): 生物現存量、GRO（Growth): 生長（植物）、成長（動物）、IMM（Immobilization): 遊泳阻害、MOR
（Mortality): 死亡、REP（Reproduction): 繁殖、再生産、
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(2) 予測無影響濃度（PNEC）の設定

急性毒性値及び慢性毒性値のそれぞれについて、信頼できる知見のうち生物群ごとに値の

最も低いものを整理し、そのうち最も低い値に対して情報量に応じたアセスメント係数を適

用することにより、予測無影響濃度（PNEC）を求めた。なお、PNEC算出には、より信頼で

きる毒性値を用いた。

急性毒性値については、藻類ではMicrocystis aeruginosaに対する増殖阻害の 8日間 Toxicity

Threshold（増殖阻害初期濃度）が 160 µg/L、甲殻類では Daphnia magnaに対する 48時間半数

致死濃度（LC50）が 80 µg/L、魚類では Ictalurus punctatusに対する 8.5日間半数致死濃度（LC50）

が 5,000 µg/L、その他の生物では貧毛類の Lumbriculus variegatusに対する 96時間半数致死濃

度（LC50）が 320 µg/Lであった。急性毒性値について４生物群（藻類、甲殻類、魚類及びそ

の他）の信頼できる知見が得られたため、アセスメント係数として 100 を用いることとし、

上記の毒性値のうちその他の生物を除いた最も低い値（甲殻類の 80 µg/L）にこれを適用する

ことにより、急性毒性値による PNECとして 0.8 µg/Lが得られた。

慢性毒性値については、藻類では Selenastrum capricornatumに対する生長阻害の 96時間無

影響濃度（NOEC）が 500 µg/L、甲殻類では Daphnia magnaに対する繁殖阻害の 21日間無影

響濃度（NOEC）が 4 µg/L、魚類では Pimephales promelasに対する成長阻害の 32～33日間無

影響濃度（NOEC）が 430 µg/L、その他の生物ではカエル類の Xenopus laevisに対する発育期

間の変化の 105日間無影響濃度（NOEC）が 1,000 µg/Lであった。慢性毒性値について４生物

群（藻類、甲殻類、魚類及びその他）の信頼できる知見が得られたため、アセスメント係数

として 10を用いることとし、上記の毒性値のうちその他の生物を除いて最も低い値（甲殻類

の 4 µg/L）にこれを適用することにより、慢性毒性値による PNECとして 0.4 µg/Lが得られ

た。

本物質の PNECとしては、以上により求められた PNECのうち低い値である、甲殻類の慢

性毒性値をアセスメント係数 10で除した 0.4 µg/Lを採用する。

(3) 生態リスクの初期評価結果

表 4.2　生態リスクの初期評価結果

媒体 平均濃度 最大値[95 ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ値]濃度

（PEC）

PNEC PEC/

PNEC比

一般環境・淡水域 0.06 µg未満程度(1998) 0.06 µg/L未満程度(1998)  <0.15

一般環境・海水域 0.06 µg未満程度(1998) 0.074 µg程度(1998)  0.19

水質

発生源周辺 我が国におけるﾃﾞｰﾀはない 我が国におけるﾃﾞｰﾀはない 1)

0.4 µg/L

底質 一般環境 淡水域では 0.013 µg/g･dry 程

度(1998)

海水域では 0.008 µg/g･dry 程

度(1998)

淡水域では 0.15 µg/g･dry程度

(1998)

海水域では 0.055 µg/g･dry 程

度(1998)
注：一般環境･淡水域は､河川河口域を含む｡

※ 1)　イギリスの下水処理場排水において最大値 122 µg/L(1991)､アメリカの化学工場の廃棄物処分場の地下水に
おいて最大値 550 µg/Lの報告がある(1989)｡
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詳細な評価を行う
候補と考えられる。

現時点では作業は必要
ないと考えられる。

情報収集に努める必要
があると考えられる。

PEC/PNEC＝0.1 PEC/PNEC＝1［ 判定基準 ］

本物質の公共用水域における濃度は、平均濃度でみると淡水域、海水域とも 0.06 µg/L 未満

程度であり、検出下限値未満であった。安全側の評価値として設定された予測環境中濃度

（PEC）は、淡水域では 0.06 µg/L 未満程度、海水域では 0.074 µg/L 程度であった。

予測環境中濃度（PEC）と予測無影響濃度（PNEC）の比は、淡水域では 0.15 未満となるた

め、現時点では生態リスクの判定はできない。海水域の PEC/PNEC 比は 0.19 となるため、情

報収集に努める必要があると考えられる。
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